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＜連絡事項＞
・特記事項なし。
＜患者様連絡事項＞
・和田　昌様～室岡整形外科受診。介護タクシー、ストレッチャーで移動している。本日はコルセットの型取りをしてきたとの事。
・小向　静江様～八戸赤十字病院神経内科受診。身体障害手帳申請について、次回、6月3日(水)、障害の測定の為受診予定。6/15の週に当院で採血（CRP、HbA1cが分かる内容）を実施し、その結果を持って、19日(金)に受診予定となる。外出申請、入院証明書手配済。25日の週にタクシー予約する事とする。
・上田　恭子様～ピコスルファートNa　1本処方。
・鹿島　亀雄様～持参薬は全て継続の指示。
・山下　類子様～持参薬、一部中止となっている。ベオーバ(50)は、ベタニスへ変更となり10日分処方となる。
・是川　志郎様～持参薬が一部当院処方へ切り替わり、10日分処方となる。また、本日夕よりリスペリドンOD錠(0.5)　3T　3×毎食後に増薬となる。頓服はこれまで通り使用して良いとの事。
・北上　やゑ様～血圧高値見られているためニフェジピン(10)1T　1×朝食後　12日分処方となる。
・飯岡　裕子様～本日朝より、【麻】オキシコドン徐放カプセル5mg　2×朝夕　5日分処方となる。10:30船場Dr.診察後に10-1初回内服する。その後の内服時間は8時（朝食後薬時）、20時（就床前薬時）で統一の事。
　　　　　　　　オキシコドンの取り扱いについて、薬局での薬の受け取りは管理職が対応となるので、各自周知しておく事。また、作用・副作用の個人差もある為観察をしっかり行い、報告する事。
＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・立花　圭様～時間隔離中。特定患者様に対し挑発言動あり。結果お互いに挑発し合いそれをうるさく思った他患者様が本人に詰め寄る事見られスタッフ介入している。引き続き早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察行っていく。
＜要注目患者様情報＞
・小松　忠雄様～　13：31東病棟Bユニット3号室へ医療保護入院となる。血圧やや高値あるが頭痛等の自覚症状なし。話掛けに対しやや間をおいて返答あり。不穏さや危険行為なし。安静臥床保てている。
・沼山　真紀子様～他者が作業等でいなくなった後は、部屋から出て来られ、ホールでテレビを見て過ごす。私物等に関しての話し掛けあるが、過度となる事はない。
・藤井　崇史様～特定スタッフへの妄想発言訴え、9：00継続指示レボトミン錠25mg　1T　内服する。眼光の鋭さはない。感冒症状の訴えはないが、クーリング希望あり対応している。　
・是川 志郎様～ユニットドアが開いた瞬間、女性スタッフに掴み掛かろうとし介入。自室に誘導後、興奮強く壁叩き見られ、8：55継続指示リスペリドン内用液0.5ml 1P内服。以後も断続的にドア叩き見られている。昼食は「食べたくない」と話し不食する。
・佐藤 國雄様～車椅子にて離床。立ち上がりや自操等の危険行為はない。他者交流見られ穏やか。
・鹿島 亀男様～各食スタッフが声掛けで促すも1/3で終了。服薬ゼリー使用し内服。むせ込みなし。帰宅要求や不穏さはない。夕より常食、キザミハーフ、エプリッチ付きで提供となる。
・木村　格治様～朝食全量摂取。腹部症状の訴えはない。内服後は臥床して過ごされている。
・飯岡　裕子様～本日10:30オキシコドン除放カプセル5㎎１cap内服後はやや気だるそうにベッド上しゃがんだ姿勢のまま入眠する等見られているが、痛みは変化がないと話される。
・和田　昌様～本日室岡整形外科受診。痛みは自制内で経過しているが、体交などは円滑にできるようになっている。
・小向　静江様～本日八戸赤十字病院スタッフ付き添いにて受診している。身体障害手帳申請については障害の測定を実施してからとのことで6月3日に障害の測定の為の受診予定。6月19日に診察のための受診予定となっている。19日の診察の際にCRP、HbA1ｃ等がわかる採血結果を持ってきて欲しいとのこと。
＜安ヶ平Dr.診察＞
・処方、指示変更無し。
＜入院患者様情報＞
日時：R2.5.15　13：31

　　氏名：小松　忠雄（こまつ　ただお）様

生年月日：昭和10年1月8日（85）

　　病名：混合型認知症

　既往歴：アルコール依存症(長期断酒中）右膝蓋骨骨折後(保存療法）

　　性別：男性

　主治医：馬渡Dr.
入院形態：医療保護入院

　　病棟：東病棟Bユニット

　

(経過）

　現在はちのへ赤十字病院入院中。以前は妻、長女との3人暮らしであった。

R2.3.26転倒し右膝骨折受傷。次第に幻視や独語、介助に対して大声をあげる等の症状が出現し、同年4月1日はちのへ赤十字病院精神科へ医療保護入院となった。その後、薬剤調整にて不穏状態は改善傾向。しかし、自宅に戻れる状態ではなく今後は施設入所を見据えて、環境調整と治療継続目的にて当院への転入院を希望、東Bユニットへ医療保護入院。
・CSセット：Bプラン　オムツ①

・嗜好品：差し入れのみ

・緊急時：搬送希望（赤十字病院）

・義歯：無（自歯）

※R2.5.19　14：00娘様来院予定。CSセットの契約書の受け取り・入院時書類を渡す予定。
